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脳卒中患者の主介護者における介護負担感および

主観的健康度とその関連要因

臼田 滋 茂木 信介

富田 敦子 鈴木 庄亮

　老人デイケア通所中の脳卒中患者とその女性主介護者32人を対象に，主介護者の介護負担感とその関連要

因，および主介護者の主観的健康度との関連性を検討した。主観的健康度は東大式健康調査票（THI）で把

握した。

　介護負担感は主介護者の40.6％に認められ，介護負担感を強める要因としては，経済状況（普通以下），

介護時間（2時間以上），夜間介護（あり），退院後の変化（不変または低下），将来の不安（あり），患者の

排泄，移乗動作，移動能力（要介助）であった。

　主介護者のTHI平均尺度得点を地域女性住民の結果と年代別に比較した結果，すべての尺度で大きな差

は認められなかった。また，THI平均尺度得点を介護負担感の有無で比較した結果，有意な差は認められ

なかった。

　今回の対象は比較的良好な条件にあったと考えられ，一般の在宅脳卒中患者の介護者では，介護負担感は

より高く，心身の訴えもより多いであろうと推測された。
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